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幼児の運動能力テストに於けるボ
v −・
ル投げの記録と投球フォ

ームの変化について
　　　　　　　　　　　　　　　○ 上 田晃生 ．

　　　　　　　　　　 （湖東学園西 原幼稚園体育教諭1
1 ．研究 の 動機及び 目的

　例年秋 に 行 っ て い る運 動能力 テ ス トの 中で 、幼児 に

於 い て 筋力 の 要素だ け で は な い 、タイ ミ ン グが 大 き く

関わ る ボー
ル 投げ に 注 目 し た。秋 の 測 定 の 時 に 初 め て

遠投を試み る子 どももい る こ とか ら、 今 回 は 5 月 に
一

度ボー
ル 投 げ測 定 を行 い

、 秋 の 測定 で どの よ うな変化

が 現れ るか と言 うイ メージ を子 ども達 に 持た せ た。遊

び の 中に各個人 がどれ ほ ど投球動作を取 り入 れ る か で

記 録が変化 し、リ リ
ー

ス の タイ ミ ン グとフ ォ
ー

ム を比

較 した 次第 で あ る。

2、研究と方法

○記録の 収集

　本学園幼稚園 4 園の 年長児を対象に行 い 、5月 と 11

月 の 両方 の 実施 に 参加 し た 男児 142名、女児 134名 の

記録を収集し た 。 硬式 の テ ニ ス ボール を
一

人 試技 3 投

し、最も遠投 出来 た 記録 を 採取 。 併せ て側 面 か ら投球

フ ォ
ーム を ビデオ撮りし、中で も初心者特有の フ ォ

ー

ム が どの ように 変化 したか 、抽出した 子 どもの フ ォ
ー

ム を分解図に とっ た。本学園 の 運動能力テス トで ソ フ

トボー
ル を使 用 しな い で 硬 式 の テ ニ ス ボー

ル を使 うの

は 危険防止 と子 ど もの 手に 馴染 み やす い 事 を考慮 し、

採用 して い る 。

3 ，結果

　 5 月の 測定以後、各保育室にリリ
ー

ス の タイ ミ ン グ

が分 か る よ うに とお 手 玉 を 配 置 した が、練習 は強制 し

なか っ た。結果、興味 が あ る園児、特 に男児の 方 が 記

録を伸ば し た 。 伸び 率は男児で平均 22％、女児 で 平

均 18％ で あっ た。体験 の 回数 が 増 えれ ば 記録 も伸び

た結果だ っ た 。

a ，記 録 の 変 化

　表 ・グ ラ フ 1 〜3 は 5 月 と 11 月 の 平 均 記 録 の 変化

で あ る 。 最高値 で は 男児が 17．2m から 21．9m と伸び、

女児 は 12，8m か ら 12．1　 m と減少 した。表 4 ・表 5 は

当学園が 運動能力 テ ス トで使用して い る ボール 投げ の

等級 区 分 に 、5 月 と 11A の 人 数分布の 変化 を表 した

も の で あ る。男 児 で は 等級 1 〜3 が 減少、等 級 4 〜5

は さほ ど変化 は なく、等級 6 以上 に は増加が見 られ た
。

女児 で は 等級 2 に増加 が 見られ、
』
等級 3 〜5 は さほ ど

変化 は 見 られ ず、等級 6以 上 は減少 と男児とは 逆 の 変

化 が 見 られ た、

ボ
ー

ル 投げ平均値推移（表・グラフ 1）

1086420

全園児 平

　 均
男児平均 女児平均

ロ 5 月測定 6．6 7．8 5．3
騨 11 月 測 74 　 　　 　 go 52

ロ 5 月測 定

■ ll月 測 定

　　全体で 見 る と、グ ラ フ 4 と 5 で 見 る よ うに 男児 で

等級が 下 が っ た者 は 18％、同 じだ っ た者 は 29 ％、上
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が っ た 者 は 53 ％ に 対 し、女児 で は 等級 が 下が っ た者

は 13 ％、同 じだ ろた 者 は 54 ％、上 が っ た者ほ 33 ％

と男児 の 5 割 が 記録を伸 ば した の に 対 し、女児の 5 割

に は 変化がなか っ た。
．
ボ
ー

ル 授げに 対す る 興味の 表れ

が記録に反映して い るもの と思われ る。

「
−
7 顛 職 変 化 （グ ラ ・ ・ ）

　 　 　 　 　 　 　 18 ％

53 ％
　Pti● 29 、

ロ 等 級 が 下
’・

　 が っ た 者

■ 同 じだ っ た 者

日 あ が っ た 者
1

　　　　　　　　　’　L
b ・フ ォ

9 ムの 変化
’
，　　　　

引

　5 月 汐）測定時に は 被測定者各 自に 思 うよ うに 投げさ

図 A

せ 、記録測 定 後 に、遠 くへ 飛 ぶ タ イ ミ ン グ の 投球動作

例を指導提 示 した。具体的に は リ
’
リース が 早 けれ ば上

に上 が り、長 く持 ちすぎれ ば 自分 の 近 くに 落ちる例 を

検証 した。・ま た 、1 投げる 手と逆足 が 前 に なる よ うに、

順当な フ ォ
ー

ム バ ラ ン ス の 確認を促 した。図A と B は

同 じ男児の 投球 フ ォ
ーム で A は 5 月撮影、B は 11 月

撮影 の 分解図で あ る。 5 月 の 時点で は 投 げる 手 と同 じ

足 が 前 に あ り、リリ
ース の タイ ミン グが か な り遅 い 。

力 の 伝達 も腕 の 振 り の み で 投げ て い る 。

’11 月 の 時点

で は フ ォ
ーム の バ ラ ン ス も良く な り、・力 の伝達も右足

の 蹴 り

．
出 し か ら、腕 の 振 り に 合わせ て 左 足 へ め重 心 移

動 が 見 られ る。リ リース の タイ ミ ソ グは若 干 早 い が、

こ の 男児 の 場合 は 5 月
’
の 記録 か ら 78％ め 伸 び が あ っ

た。

4 ・研究の ま とめ

　女児 に も関心を持 っ て も ら えるよう、お 手 玉 を配 置

した が、
’
「投げ る 」 と言 う動作 じ た い に 興味 が 沸 か な

い よ うで あ る 。 男児 の 場 合 は 「今度は も っ と遠 く へ 亅

とい うイ メ L ジが 持続 し、遊び の 中に展開 して い っ た

ようだが 、幼稚園生活 の 中で バ ラ ン ス の 良い 運動体験　　　　　　 　
が出来 る よ うに検討す る必 要 が あ る。

図 B

表4
’
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